４．各部局・特別委員会活動報告
(１)地域支援部
Ａ．概要
　　  京都府南部、京都市内、京都府北部のそれぞれの地域が抱える課題に対応するため、それぞれ独立した形態で活動を進めた。以下に、各地域での取り組みの概要を述べる。
Ｂ．南部地域
ア. 南部団体長会の開催
イ．白杖安全デー南部集会の開催
ウ．サテライト事業の継続実施
エ．南部拠点開設に向けての運営委員会の継続的な実施と具体的な準備
　Ｃ．京都市内地域
ア．地域支援部理事の学習会
イ．昨年度活動を再開した京都市南区視覚障害者協会への支援
ウ．高齢化が著しい京都府視覚障害者協会東山支部の訪問と地域ボラン
ティアとの懇談会の実施
　Ｄ．北部地域
　  ア．北部地域団体長会の開催
　　イ．白杖安全デー北部集会の開催
　　ウ．医療機関と連動した視覚障害者相談会の開催
エ．今後の北部地域における運動の進め方について、指導者研修会での
学習と研究
　Ｅ．地域全体
　　視覚障害者になって間もない人達によるサロン運営のサポート
Ｆ．今後の課題
　　　　　ア．いよいよ２０１５年春に南部地域の拠点となる南部アイセンターが開所することになった。各地域団体と協力しながら、南部地域全体の視覚障害者福祉に寄与できるような施設作りをめざし、丁寧な研究及び事業の実施に努めていきたい。また、京都府聴覚言語障害センターと同じ場所に開所することも意識し、障害種別を越えて連携を深めていく必要がある。
イ．南部サテライト事業は年々その実績が増大しており、京都ライトハウス・京都視覚障害者支援センターと協力しながら、今後も取り組んでいく必要がある。
　　　　　ウ．京都市内については、会員の高齢化、会員数の減少などにより、運動団体としての活動が難しくなっている現状がある。全市的な観点から、どのような支援が必要なのか、また望ましいのかを協議していかなければならない。そして、地域団体に所属せず本会のみに所属する会員が増加している傾向も考慮しながら、横断的な対策を探求していく必要がある。
　　　　　エ．北部地域については、この地域の視覚障害者にとって何が必要なのか、地域団体としての共通の課題が、白杖安全デーの取り組みや指導者研修会などでの学習を通じて見え始めてきた。来年度は、プロジェクトチームを組織し、その課題解決のための具体的な活動に結び付けていかなければならない。
(２)互助部
Ａ．新年のつどいの開催をはじめ、全国盲人福祉大会参加の旅行企画など、会員・役員の互助活動の推進に努力した。
Ｂ．会員とのコミュニケーションを図るため、一定の年代の人を選んで部員が電話をかけ、対話する取り組みを行った。近況を聞くと共に、質問や悩みなどを聞き取ることができた。
Ｃ．会議等　　部会　３回
（３）職業部
Ａ．概要
ア．障害者全体の雇用率は伸びていると言われるものの、視覚障害者の就労については、短時間労働者が多い、正規職員の割合が少ない、賃金が低い傾向にある等、依然として厳しい状況にある。また、視覚障害者が安心して働ける環境を整えるうえで、在職者訓練や求職者への職業訓練など各種制度の充実が必要不可欠である。
イ．こうした状況の中、今年度は他団体と共同で取り組んでいる「目の見えない人・見えにくい人の仕事サロン」の内容の充実に努めると共に、「三療関係団体連絡会議」への参加、「視覚障害者就労問題懇談会」の開催等を通じて、三療の課題や中途視覚障害者の雇用継続の課題の共有と把握に努めた。また、職業部長が音楽部長と共に京都市障害者職業能力開発等支援事業所運営委員に就任し、情報収集に努めた。
Ｂ．「目の見えない人・見えにくい人の仕事サロン」の開催
　　　　今年度も５・８・１２・２月の計４回に渡って、京都ライトハウスで開催した。内容としては、京都ジョブパークやＦＳトモニーを中心とした就労支援制度の学習、ヘルスキーパーとして働いておられる会員を講師に招いての学習、ビジネスマナー講座などを行った。特に全国組織であるＮＰＯ法人タートル副理事長・工藤正一氏を招いての講演会では就労支援制度の活用事例や全国的な課題について学ぶことができ、今後の取り組み方を考える大きなヒントとなった。また、この講演会を機に、タートルから情報を得る機会が増えたほか、１０余年ぶりに京都で開催された同会の交流会にも参加し、より関係性を深めることができた。
　　Ｃ．「第２５回視覚障害者就労問題懇談会」の開催
　　　　　　本懇談会を、視覚障害関係機関（教育機関・支援機関・本会）と行政機関が一堂に会し、就労問題について認識を共有する重要な機会ととらえ、京都ライトハウスを会場に、２月１９日に開催した。今回は新たに京都府の施設訓練担当部署にも参加を要請し今後の職業訓練について考える足掛かりとしたほか、在職者訓練をはじめとする各種制度についての意見交換を行い、行政からも有益な情報を得ることができた。
     　 Ｄ．今後の課題
ア．視覚障害者の就労問題に精力的に取り組んでいる関係機関・団体や行政との情報の共有を進めると共に、既存制度の活用や制度の改善の提案を通じて、京都における雇用環境の改善を進めていくことが重要である。
イ．「仕事サロン」の内容をより一層充実させ、働いている、あるいは仕事を求めている視覚障害者との繋がり作りを進めていくことが重要である。
　　　　    　ウ．府内北部・南部地域の視覚障害者就労状況など幅広い情報収集が大切である。
　　　　  　　エ．内部学習会を開催し、視覚障害者の就労に関わる制度やサービスに対する知識を深めていくことが重要である。
　　   Ｅ．会議
　　　　　　                  部会　 ２回
　　　　　　「仕事サロン」企画会議　 ４回
　　　　　　その他、関係機関との懇談等
（４）情報宣伝部
Ａ．京視協ホームページの運営について
点字京都、メールマガジン「色鉛筆」からの記事を中心に、定期的な
更新を実施し、内容充実に努めた。
Ｂ．メールマガジン「色鉛筆」の発行
ア．ホームページの内容充実、新たな形態での障害当事者への働きかけ、
市民啓発などを目的に、メールマガジンの定期発行を引き続き実施した。発行部数が1年を通して増加した。
イ．京都オムロン地域協力基金から助成協力を受け、宣伝活動、取材を
充実させることができた。
ウ．点字京都への色鉛筆通信の隔月連載、さえずり会の協力による「さ
えずりジョッキー」デイジー版への収録という形態で、メールを利用していない会員向けの情報提供を実現することができた。
　 Ｃ．会議
メールマガジンの編集運営会議を、基本的に週１回定期的に実施した。また、随時Ｅメールを利用して部会を行った。
　 Ｄ．今後の課題
　　 ア．点字京都については、より会員のニーズに即した情報提供ができる
よう、内容面の議論を進めていきたい。
　　 イ．点字京都のテープ版の制作については、コピー用カセットテープの
新規購入が困難になってきたことに加えて、現在保有する機器のメーカーによる保守も終了したため、その存続については、一層困難になりつつある。可能な限り発行を続けながら、現実的な対応を議論し、テープ版利用者への今後の情報提供について、サポートする体制を構築する必要がある。
　　 ウ．ホームページについては、一般市民や会員以外の視覚障害者に本会
の活動を知らせる場であるというスタンスに立って、より一層の内容
充実を図る。また、運営体制を強化する方策を引き続き議論する。
　　 エ．メールマガジンについては、より一層運営体制の強化を図る。
（５）市民啓発部
Ａ．概要
ア．今年度も「あい・らぶ・ふぇあ」を担当し、部員３名が実行委員として活動した。絵画の出展が少なく、学校単位での来場がなかったことが今後の課題である。
イ．南部アイセンターのサポートボランティア講習会を２会場で開催した。
文化パルク城陽・南宇治コミュニティセンター、参加者合計４２名
　　  ウ．梅小路公園で実施されているほほえみ広場に啓発ブースを出した。１０月１８日、点字やゲーム体験の参加者５５名程度。
　　 エ．ライトハウスと共催で実施した点字指導者研修会では、点訳者のス
キルアップと点字指導のポイントを学習し、各サークル間の情報交換
も行った。
オ．学校などへの講師派遣は、京都市の「ほほえみ交流事業」での実施
が１０件あったが、その他直接本会への依頼数は減少傾向にある。
　　 カ．昨年度発行の「かけはし」をより多くの方に読んでいただけるよう
努力した。
Ｂ．会議などへの参加
　　 ア．京都視覚障害者ボランティア連絡会例会　　４回
イ．ほほえみ広場実行委員会　　　　　　　　　４回
ウ．部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　４回
　 Ｃ．今後の課題
　　      ア．視覚障害についての理解を深める取り組みを根気よく続ける必要がある。依頼を受けた所への派遣にとどまらず、教員・市町村職員・医療関係者・ホームヘルパーや介護施設職員等、直接視覚障害者と接する機会の多い人たちに、もっと当事者の声を聞いてもらえる場を作る必要がある。一方で、本会から派遣する講師の担い手の養成やレベルアップにも引き続き取り組んでいかなければならない。
　　  イ．既存のボランティアサークルの会員数が減り、行事などへの協力者を求めることが難しくなってきている。サポートボランティアの方との関わりが双方にとって良い形になっていくように進めていくと同時に、新しいサポーター養成にも継続して取り組まなければならない。これらの活動を行っていく上では、講習会の開催やサポートボランティアの活動費などについて、予算付けの必要もある。
（６）生活環境改善部
Ａ．概要
ア．横断歩道のエスコートゾーン設置に向け京都府警に要望活動を続けた結果、千本北大路交差点２ヶ所に来年度中の設置が決定した。
イ．地下鉄烏丸線烏丸御池駅に念願の可動式ホーム柵が設置された。設置にあたっては交通局と密な連携のもと課題を共有し、点検活動なども行うことができた。
ウ．上京区総合庁舎の建て替えにあたっては、建設当初から京都市と連携し、意見交換をすることができ、その結果が建て替えに生かされた。
エ．京都市身体障害者団体連合会（市身連）が主催する交通局との懇談会に参加した。
オ．京都市が主催する交通バリアフリー構想会議に委員を派遣した。
カ．白杖安全デー実行委員会に委員を派遣した。
Ｂ．今後の課題
ア．来年５０回を迎える白杖安全デーに向けて、ビジョンを持ち動き出す年となる。視覚障害者にとって最も重要な課題の一つである移動について、これまでの取り組みを振り返り、今後を展望することが必要である。
イ．道路環境や交通環境、災害時の対応など生活に密着した問題に対しては、関係機関や団体と連携し、課題の共有や意見交換などに積極的に取り組むことが大切である。
Ｃ．部会　２回
（７）文化部
Ａ. 概要
ア. 新文化部誕生４年目に入り、独自の活動を充実させることができた。
イ．文化祭典開催にあたり、舞台準備等どうしても視力が必要なため、本年度もスポーツ部の人達の力が必要であった。
ウ．「副音声による上映体験会」が定着し、本年度初めてライトハウス以外の場所でも実施することができた。
エ．手で触れる日展鑑賞会を今年度も「五感で楽しむ会」というクラブで実施し、文化部としてはそれを応援した。
オ．世界最古の電子楽器「テルミン」の体験会とその演奏会を実施することができた。今後もこのような体験型の行事を計画したい。
カ．国際交流については、今年度も事業を実施することができなかった。
Ｂ. 文化活動
　　 ア．副音声による上映体験会（会場は、８月２０日のみ木津川市東部交
流会館、その他は京都ライトハウス）
４月６日、６月２９日、８月２０日、９月１４日、１１月３０日、
２月２２日
イ．手で触れる日展鑑賞会への協力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月２１日　京都市美術館
   ウ．「テルミン」の体験会と演奏会　　　 ９月１４日
Ｃ. 会議
　　 ア. 部会　　　　　　　２回
　　 イ. 各種打ち合わせ　  ５回
(８)スポーツ部
Ａ. 概要
ア．年間の事業はなんとかこなすことができた。しかし、部としての活動及び運営については、要員の確保等ができないまま不十分な結果に終わった。特に、部としてのスタッフ養成ができておらず、後継者育成も含めて、早急な運営体制の構築が課題となっている。
イ．スポーツ関係のサークル等の組織化が、新たな課題である。
　Ｂ. 会議
ア．日盲連スポーツ協議会代表者会議　　　　　１回
　  イ．日盲連近畿ブロックスポーツ部会　　　　　２回
　  ウ．京都障害者スポーツ振興会代表者会議　　　２回
　  エ．部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　６回
（９）経理部
Ａ．概要
ア．公益法人となって３年が経過し、京都府との折衝を重ね、専門家の指導を受けながら、２０１４年度も無事に決算を終えることができた。
　イ．同行援護事業のガイドヘルパー派遣件数の伸びや、収益事業の増収、経費の節約等に努めた結果、収益の増収につながった。
　　 ウ．収益の増収分については、一昨年度より計画している府北部及び南
部の地域拠点づくり等、地域間格差是正の取り組み等に活用した。
　　 エ．公認会計士による監査前のチェックを２回実施した。
Ｂ．会議
　　 ア．監査会
　　　　２０１３年度決算に対する監査　　５月２６日　京都ライトハウス
　　　　２０１４年度中間監査　　　　　１１月１８日　京都ライトハウス
　　　　２０１４年度最終監査　　　　　２０１５年５月２５日予定
　　 イ．顧問税理士によるチェック　　 １３回
　　 ウ．行政折衝　　                   ３回
　　 エ．部会　　　　                   ３回
(10)事務局
Ａ．概要
ア．今年度も、事業企画部を中心に視覚障害当事者がより主体的に運営
する組織を目指して活動した。
イ．活動内容などの地域団体間格差がより顕在化しており、京都市内に
おいても活動困難な地域団体が生じている。また、地域団体には所属せず本会のみに入会希望の会員も一定の割合を占めており、そのことが地域団体弱体化の一要因となっていることも否定できない。今後は地域支援部との連携により、地域団体の意義を入会希望者にどのように伝えていくのかの検討が必要になっている。
ウ．新船岡寮（仮称）建設募金推進委員会の活動を事務局としてバック
アップした。
　　エ．南部アイセンター開所に向けて運営委員会をバックアップすると共
　　　に、京都府や各市町村への予算折衝を行った。
Ｂ．事業企画部の活動
ア．今年度も引き続き、役員研修会や指導者研修会・地域団体長会議の
運営を担当し、京都視覚障害者福祉大会を主管した。福祉大会では、本会のみの会員や賛助団体の意見・要望を参加者全員で共有し、関係者一丸となり京都における視覚障害者福祉向上を目指す取り組みを行った。今後は、担当部局とも連携し、各要望の進捗状況の確認を行うと共に、より意見交換がしやすい福祉大会に向けての検討も必要である。
イ．正副会長や他の部局と連携しながら、横断的な課題への取り組みを
引き続き行った。
ウ．障害者権利条約の批准と完全実施を目指す京都実行委員会に委員を
派遣し、視覚障害当事者としての意見の反映に努めると共に、フォーラム等への参加呼びかけを行った。
Ｃ．他団体等との連携
ア．日盲連関係
第６７回全国盲人福祉大会、理事会、評議員会、指導者研修会、
総合企画審議会、中央省庁交渉、同行援護事業所等連絡会、
近畿ブロック協議会団体長会議、近畿ブロック協議会委員会
イ. 日身連関係
府身連正副会長会議、
府身連及び市身連理事会・評議員会・総会等、
市身連交通懇談会、
政令指定都市身体障害者福祉団体連絡協議会等
ウ．京都府関係
障害者社会参加推進協議会、障害者施策推進協議会、
心身障害者世帯府営住宅優先入居審査委員会等
エ．京都市関係
障害者施策推進審議会、障害者自立支援協議会、
交通バリアフリー推進会議、「歩くまち・京都」推進会議、
ほほえみ広場実行委員会等
オ．京都府・市社会福祉協議会
評議員会、障害者団体長会議、障害福祉委員会等
カ．京都障害児者の生活と権利を守る連絡会
総会、常任委員会等
キ．施設・団体関係
共催事業に関する懇談会、
京都ライトハウス理事会・評議員会、
京都視覚障害者支援センター理事会・評議員会、
関西盲導犬協会理事会・評議員会、
丹後視力障害者福祉センター理事会・評議員会
Ｄ．記録・資料の作成
ア．理事会・総会の議事録作成と配付
イ．理事会及び拡大正副会長会議の資料作成
ウ．決裁事項の処理
エ．文書の起案・発行
　　　　　対外（甲）１６７号、対内（乙）５０号、その他
Ｅ．第３２回視覚障害者京都マラソン大会
　　      ２月８日　西京極総合運動公園陸上競技場及び周辺道路
　Ｆ. ２０１５年３月３１日現在の会員数
　　　　　正会員　　１，０６９名
特別会員　　  　　２名
　　　　　賛助会員　　　　８６名
賛助団体　    ４２団体
(11)三療部
Ａ. 活動の概要
ア．組織の整備を目的として、電話調査により、部員の確定作業を行った。具体的には、現在三療業を行っている人、三療の仕事はしていな
いが登録を了解した人を部員とすることとし、その結果３６４名の部員を確認した。今後、各地域団体長の了解を得て最終決定し、今後の活動につなげていきたい。
イ．メーリングリスト加入の促進については、「点字京都」に呼びかけ文を掲載し、若干加入者は増加したが、４０名にとどまっており、目標とする三ケタの登録には遠く及ばなかった。
ウ．部の性格と目的を示す文書作りに取り組み、三療部運営要項を文書化した。
エ．研修学術活動については、三療学術講座の際、講師の指導内容を参加者が確実に把握できるよう、補助担当者を配置し、３名１グループで学習した。指導内容を互いに確かめ合うことができ、参加者に好評であった。
オ．柔道整復師による不当な振替請求、無資格者による不法営業に反対する取組みについては、日盲連あはき戦略会議の報告を運営会議で検討し、はりきゅうマッサージの日の市民アピールに京都府鍼灸マッサージ師会と共同で取り組むなどしたが、見るべき活動は行えなかった。
カ．あはき関係団体とのネットワークを強化する取り組みについては、京都府立盲学校、京都府立視力障害者福祉センター、京都ライトハウスＦＳトモニー、京都視覚障害者支援センターとの連絡協議会を３回行った。また、京都府鍼灸マッサージ師会とともに京都マラソンでの施術ボランティア活動に参加し、本会からは１０名が活動した。
Ｂ. 今後の課題
ア．組織の整備については、部員の意見や要望を集約して、活動に生かす取り組みを行っていきたい。
イ．運営委員を増やせるよう努力すると共に、メーリングリスト加入者も大幅に増やせるよう取り組んでいきたい。また、会員への情報提供充実に向けて、部からのお知らせを「点字京都」に頻繁に掲載できるよう努力したい。
ウ．柔整師による不当な振替請求、無免許無資格者による不法営業をなくしていく取り組みについては、近く出される予定の日盲連あはき戦略会議の行動提起を正面から受け止めて取り組む。また、免許保有証明書希望者を、日盲連あはき協議会の指示に従って多数組織することに全力を尽くしたい。これらの課題については、鍼灸マッサージ師会をはじめとする諸団体とのネットワークにより取り組むことが必要である。
エ．早急に鍼灸マッサージ師会と本会三療部の役員レベルでの懇談の場を持つと共に、あはき関係団体とのネットワークを維持し充実に努めたい。
オ．新船岡寮（仮称）建設に伴う募金活動に協力すると共に、完成後の施設で視覚障害三療家が活躍できるよう、ライトハウスと協議していきたい。
　Ｃ. 会議
　  　総会　　　　　　３月１５日　京都ライトハウス
運営委員会議　　　　　５回
　　　日盲連あはき協議会、あはき問題戦略会議、
会計検査院および厚労省との交渉に参加
(12)音楽部
Ａ. 概要
ア. 今年度も演奏活動と講師派遣を中心に活動した。
イ．音楽部としての活動を継続していくには、若手後継者育成が必要で
あるが、現状維持が精一杯という状況にある。
　Ｂ. 各種演奏活動
　　ア. 芸術文化和の祭典　　　　　　　　　９月７日　京都市北文化会館
イ．本会、新年のつどい　　　　　　  　１月８日　京都ライトハウス
ウ．あい・らぶ・ふぇあ　　  　　　　　１月９日　大丸京都店
　Ｃ. 講座開設と講師派遣活動
　　ア. 今年度も市内４教室において講座を開設し、音楽部より講師を派遣した。
　　イ. 講座開設会場
　　　ａ．京都アスニーアトリエ箏曲教室
　　　ｂ．京都ライトハウス箏・三弦教室
　　　ｃ．京都市障害者スポーツセンター箏サークル
　　　ｄ．京都新聞文化センター箏曲教室
　Ｄ． 会議その他
　　ア．総会　　３月２４日　京都ライトハウス
　　イ．部会　　　　　２回
　　 　　 ウ．演奏会などの練習　　１０回程度
　　 　　 エ．芸術文化協会などの会議　　３回
Ｅ．今後の課題
32回続いてきた京都市芸術文化センター主催の「市民邦楽会」が、京都市芸術文化協会の事業見直しにより、今年度は「芸術文化和の祭典」として、他分野との交流を模索しつつ行われた。しかし、来年度はロームシアターオープンの関連イベントへの準備期間であることから中止が決定している。今後、晴眼者中心になってしまったこのような場に、視覚障害音楽家がどのようにして入っていけるかが課題である。
(13)高齢部
Ａ. 概要
ア. 今年度も仲間作りと各地域の情報交換を大切にし活動した。
イ．高齢者福祉のつどいでは、同志社グリークラブの演奏、ＪＥＵＧＩＡによるエレクトーン演奏が大変好評であった。
ウ．役員研修会を舞鶴市で開催し、歴史や文化を学ぶと共に、北部の役員との有意義な交流ができた。来年度は、南部アイセンターの見学を兼ねて、府内南部地域役員との交流を行いたい。
　Ｂ. 会議
　　　総会　　　 ３月１３日　京都ライトハウス
　　　役員会　　 　　　４回
（14）女性部
Ａ．概要
ア．南丹京丹波地域で開催したふれあいのつどいでは、自然に恵まれた京丹波の良さを改めて知ることができた。また、同行援護事業について学習したことで、今後制度を理解した上で利用できると感じた。
イ．外部団体との交流として、例年通り青年部と合同で「自然観察会」を行った。あいにく雨天ではあったが、京都市以外からも多くの参加があった。
ウ．京都府・京都市委託の家庭生活訓練事業にも積極的に取り組むことができた。
エ．全国盲女性研修大会では、バリアフリー商品について、使ってよかったものや改善が必要なものなどについて、各地方から選ばれた９名のレポーターからの発表を聞き、意見交換は大いに盛り上がった。
オ．来年度は南部アイセンターが開所するので、女性が集まる機会を設けたい。
Ｂ．研修会
ア．第６回女性部ふれあいのつどい（地域支援部事業）
１０月３０日　八木公民館
イ．自然観察会            １１月　９日　亀山公園
Ｃ．その他の参加行事
第２５回京都視覚障害者文化祭典において、各訓練教室の作品展示、昼食販売、お茶席等を行った。
Ｄ．会議その他
ア．総会　４月１０日　京都ライトハウス
イ．第６０回記念全国盲女性研修大会　９月７日～９日　東京都
ウ．日盲連近畿ブロック協議会女性部連絡会議　１月２３日　神戸市
エ．役員会４回
Ｅ．その他
点字京都に行事の案内などを投稿、日盲連女性協議会発行の会報「あかね」の点字版・テープ版等の各地域への配布を行った。
（15）青年部
Ａ. 概要
ア．青年部主催行事や全国盲青年研修大会など、年間を通じて新たな青年層の参加が増えてきている。
イ．青年部独自のメーリングリストを利用して、行事などの呼びかけや事務連絡、情報交換を積極的に行った。
ウ．引き続き山科身体障害者福祉会館の「点字教室」へ講師を派遣した。
　エ. 今年度も「きららの会」など、視覚障害者の他団体と合同の企画を
 実施した。
オ．白杖安全デーなど、青年部として京視協主催行事に積極的に参加した。
カ．行事後毎回懇親会を企画することで、青年層の親睦を図った。
　 　　　Ｂ. 会議その他
ア．総会　　　　　　　　　 　　　  ４月１９日　京都ライトハウス
イ．日盲連関係
ａ．第６０回全国盲青年研修大会　　　８月３０日～３１日　盛岡市
ｂ．第３１回近畿ブロック盲青年交流研修大会  ２月１４日　神戸市
ｃ．近畿ブロック青年部委員会　　　　　　　　６月１５日　奈良県
２月１５日　神戸市
ウ．執行委員会　 　　　　　　　　　　　　　　    １０回
エ．メーリングリストの運営・管理
オ．本会職業部への代表派遣
　 　　　Ｃ. 今後の課題
　　  　　 ア. 行事などへの青年層の参加呼びかけを通して、盲学校などの他団体との積極的な関わりを具体化していく必要がある。
　　  　　 イ. 京都市内にとどまらず、府内での主催行事について、より積極的に開催することにより、市内以外の青年層とのつながりも強めていきたい。
　　  　 　ウ. 次期青年部執行部体制を踏まえ、行事以外にも積極的に参加してくれる人を増やしていきたい。
　　  　　 エ. 来年度にオープンする南部アイセンターで行事を開催することにより、府内南部地域の青年層と積極的に交流していきたい。
（16）第４８回白杖安全デー実行委員会
第４８回白杖安全デー　
「視覚障害者の交通安全を考える府・市民のつどい」
実施日　１１月１６日
会　場　（集会）元春日小学校

　（パレード）河原町丸太町～京都市役所前～烏丸御池
テーマ『白杖見たら声かけて～「何かお手伝いしましょうか？」～』
　　　主　催　公益社団法人　京都府視覚障害者協会
社会福祉法人　京都ライトハウス
社会福祉法人　京都視覚障害者支援センター
公益財団法人　関西盲導犬協会
Ａ．概要
ア．テーマは委員会のメンバーである視覚障害当事者の強い思いから今年度も昨年度と同じく『白杖見たら声かけて～「何かお手伝いしましょうか？」～』を設定し、誰もが安心して歩ける福祉の街づくりの実現を目指した企画を盛り込んだ。
イ．当日は好天に恵まれ、元春日小学校での交通安全集会及び河原町丸太町から烏丸御池までのパレードを、予定どおり開催することができた。
ウ．集会では、府内南部・北部白杖安全デーの報告、京都市内での点字ブロック敷設についての取り組み報告や安全な歩行環境に対する訴えがあり、それぞれの取り組みや思いを、来賓の皆様も含めた参加者全体で共有することができた。
エ．パレードは、たくさんの人に視覚障害者の声を聞いて欲しいという思いから、人通りの多い京都市役所付近を含む、河原町丸太町～烏丸御池をパレードコースに選んだ。「白杖を見かけたら声をかけよう」、「自転車のスピードをひかえよう」、「ながらスマホをなくそう」、「盲導犬には勝手に触らないようにしよう」、「歩道に物を置かないようにしよう」の５つのシュプレヒコールをしながら京都の街中を歩いた。
オ．コース要所（京都市役所前、烏丸御池歩道）では啓発チラシを添付した反射板キーホルダーを、市民に約５００枚配布した。
カ．今後も府・市民に対する啓発活動を積み重ね、視覚障害者の社会参加の促進や、「誰もが安心して歩ける福祉の街づくり」の実現につなげていきたい。再来年、白杖安全デーは５０回目の節目を迎える。その前年である来年度は、第５０回も視野に入れ、今年度の課題・反省を踏まえ、良かったところを生かし、主催４団体がより協力していきたい。
Ｂ．会議
実行委員会　　１０回
その他、小委員会や打ち合わせなどを適宜行った。
Ｃ．白杖安全デー南部集会
　　　　　　１０月４日　城陽市立福祉センター

　　　集会に先立ち、ＪＲ城陽駅、近鉄寺田駅の２箇所において啓発
　　　　　チラシを配布し、当事者もマイクを持って視覚障害者の歩行環境
　　　　　の改善の訴えや南部拠点開設について宣伝した。
　　　　　　集会では地元城陽市を中心に活動する「ひょうたん島」の歌と
　　　　　演奏、城陽市長等来賓のご挨拶に続いて、南部地域の各地域団体
　　　　　から歩行環境についての課題を出し合うとともに、南部拠点開設
　　　　　への期待を交流し合い、アピール文として採択した。
　　  Ｄ．白杖安全デー北部集会
　　　　　　１０月１１日
（集会）市民交流プラザふくちやま　
（パレード）福知山駅北口広場から福知山市役所前
午前中は、府内北部地域団体交流会を行った。北部地域の拠点
　　　　　作りについて討論し、また、各地域団体が抱えている問題や課題
　　　　　について意見交換することができた。
午後は、白杖安全デー府内北部集会を開催した。交通問題につ
　　　　　いての意見発表、昨年度の白杖安全デーで作成された啓発DVDの
　　　　　上映の後、視覚障害者をはじめとする交通弱者対策が早急に図ら
　　　　　れるよう求めた決議文を採択した。その後、福知山成美高等学校
　　　　　吹奏楽部の演奏に見送られ、福知山駅前から福知山市役所まで、
　　　　　視覚障害者の交通安全への協力を呼びかけるパレードを行った。
（17）第４０回あい・らぶ・ふぇあ実行委員会
　　　視覚障害者福祉啓発事業　第４０回あい・らぶ・ふぇあ
「ありがとうで始まる　やさしい社会」
実施日　１月９日～１２日
会　場　大丸京都店６階イベントホール
主　催　公益社団法人　京都府視覚障害者協会
社会福祉法人　京都ライトハウス
社会福祉法人　京都視覚障害者支援センター
公益財団法人　関西盲導犬協会
Ａ．概要
ア．今回も、基本的な体験として、点字を書くことや視覚障害者をガイドする手引きについて紹介した。また、生活の中で飲食する際の説明方法、見えなくても工夫したり視覚以外の感覚で楽しめるゲームなど、幅広く体験していただいた。恒例となっているスタンプラリーにも100名程度の参加があり、多くの体験コーナーを回っていただいた。
　 イ．小学生絵画コンクールは、学校のカリキュラムの関係等により応募作品は例年に比べ減少したが、継続して出品される学校もあり、教育において視覚障害者の暮らしを知っていただく機会となっている。
ウ．多くの方に来場いただくため、念願であったマスコットを製作した。点字をモチーフにしたマスコットは、子どもから大人まで興味をしめしていただき、会場を盛り上げることができた。
エ．メインステージでは、毎日３つの催しを実施し、視覚障害者の音楽・スポーツ等について、市民に知っていただいた。特に、ブラインドサッカー選手の講演には、学校のクラブ活動でサッカーをしている学生の参加が多数あった。
Ｂ．会議等
実行委員会　１０回
その他、コーナー別班会議、絵画審査委員会などを適宜行った。
（18）新船岡寮（仮称）建設募金推進委員会
Ａ. 実行委員会を４回開催し、募金活動の具体的内容等について話し合った。
　  Ｂ. 各地域団体や専門部の協力を得て物品販売に取り組んだ他、四条河原町をはじめ各所で募金活動を実施した。
（19）第５２回近畿視覚障害者卓球大会実行委員会
Ａ．実行委員会を３回開催した。
　 Ｂ．３月２１日に、京都市障害者スポーツセンターで予定通り開催することができた。
